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「井上譲 版画集 1971 年～2020 年」より 

 

2019年(平成31年）年賀:亥 

この木版画の図案は、この年の干支のイノシシに因んで、

「亥」の古文字と富士山の初日の出との組み合わせをデザ

インしてみました。最近の車はガソリンと電気で動く車が

特に将来の環境問題に配慮した新技術として注目されてい

ます。 所謂ハイブリッドカーと言われる電気とガソリン

の両方のエネルギー源を融合した車です。この「ハイブリ

ッド」と「イノシシ」とは密接な関係があり、イノシシと

豚を掛け合わせた「イノブタ」のことをラテン語で「ヒュ

ブリダ:hybrida」と言い、「ハイブリッド：hybrid」の語源と

言われています。「ハイブリッド」の語源のことを教えてく

れたのは物知り友人の「富田純史」君でした。 

尚、この作品にみられる彫りや摺りの状況はパーキンソ

ン病の影響が見られ、そろそろ限界を感じていました 
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は じ め に 

 新型コロナ禍２年。ＯＢ会支部行事は全て中止。支部会員の交流はなし。 

 そこで、少しでも交流のきっかけにならないかと、全農ＯＢ会本部のＨＰを利用して、全国へ情報発信

しませんかと原稿募集をしたところ１３名の会員からお便りをいただきました。 

 本部ＨＰを利用されていない方もおられると思いますが、何かの機会に話題になれば幸いです。 

 なお、掲載順は紙面の都合上順不同とさせていただきました。 

 

 令和３年１２月吉日 

福岡支部長 德永 治通 

 

福岡支部会員からの寄稿 タイトル・氏名（敬称略）・(生年) 

①木版画５０年 井上 譲 (48) 

木版画による年賀状作成の動機は、今思えば非常に不純だったと思います。私は文字書きが極端に苦手

であり、毎年年賀状を書く時期になると最初の数枚は何とか丁寧に書けるのですが、その後は全く駄目で

自分でもすっかり嫌気がさす思いでした。そんな時に見たのが木版画賀状でした。一番気に入ったことは

賀状に最低限度の文字のみで済ませることができることでした。稚拙な絵でも何となく味わいがあり、絵

心の全くない私でも作れそうに思いました。 

数年前から体調に違和感を感じ始め、病院での精密検査結果はパーキンソン病と診断されました。病状

が現在の「障害者手帳の２等級」まで進行するなど、当時予想だにしておりませんでした。 

1971年から始めた木版画の賀状作りもいつの間にか50年間、病状の進行もあり2020年をもって中止す

ることにしました。毎年の作品一枚一枚に当時の思い入れがあり、自分史として再整理した版画集を作成

しました。 

 

②この冬がこわい 平嶋 雅之 (46) 

「アーメン」「ナムアミダブツ」コロナの期間におおくの知

人が一人二人きえ、涙が心のなかをさびしく流れていく。 

じょうぶな中国マスクと手消毒は欠かさず、どちらが先か「女

房と生きのこりをかけて暮らす」毎日。いっぽうエンマ大王

さんから極楽ゆき切符をもらうため、篠栗の西国八十八か所

めぐりや盤珪禅師と良寛さんの本を枕に願かけしています。 

全農ＯＢ会行事や外食をひかえて老後の資金へお金をまわ

し、博多湾で釣った酒の肴と体内消毒のイモ・ムギ焼酎でモ

ロクもくずれた禁酒の誓い。７５才でもう虫の息、でも「ま

だピンピンね、おじいちゃん」とはげまされ、しぶとく生き

るハーモニカ混成老人会で５線譜にのらない音をだして本年

西日本コンテスト入賞。 

福岡の郷里で早や７年の生活、あの政治家のように受けついだジバン、カンバン、女グセはありません。

また顔以外めだって悪いところもありません。コロナ6度目の波よりも、頻尿行ってもどってまた行って、

行ったまま帰らナーイ。そんなこの冬がとてもこわーい。                 おわり 
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③土佐文旦 松田 和也 (46) 

家庭菜園の土佐文旦も色づいて来ました。年初め

には収穫し野囲いをします。三月末位には美味しく

なれば、と願っております。 

家庭菜園は男の遊び場です 

 

④「青いパパイヤ」植えました。 岸 英法 (52) 

 空いていた畑に青いパパイヤを植えました。ひと

茎に１０個以上の実が付きます。 

 集落の人や、自宅前を通学する小学生に分けまし

た。 

 来年はＪＡの直売所に出荷するかも？ 

 霜にあたると枯れます。（青いパパイヤは樹ではあ

りません） 

 

⑤田舎で元気です 古賀 三普 (47) 

 県外、繁華街には出ないものの人口密度が薄い地方でほと

んど不自由なく農作業と時々のゴルフを楽しんでます。ゴル

フは年間アベレージ 90 切りの目標が達成出来そうですが、

ほうれん草栽培(300坪ほど)は３年連続の虫食いによる全滅

と干魃に打ち勝つべく悪戦苦闘中です(細々と出荷もしてま

す)。気候変化に植物と昆虫は敏感ですね。開花時期が変わ

り、蝶、蝉、コオロギ等がめっきり少なくなりました。子供

や孫の将来が心配です。残念ながら自国の政権には期待が持

てそうになく、開催中のCOP26等での抜本的な対策を願うば

かりです。OB 会での皆様との早期の再会を心待ちにしてお

ります。 
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⑥コロナ禍での生活実態 圓林 龍二 (47) 

毎日、新型コロナウイルス感染者数を新聞・テレビ・スマホで見ています。感染者がこのまま減ればよ

いのですが。 

令和３年１２月８日開催予定の支部年末懇親会を中止されたことについて德永支部長他幹事の皆さんで

協議された結果であり、残念ですが止むを得ないと思います。 

現状を次のようにまとめましたが、外出時はマスク使用、手の消毒は前提です。 

１．ほぼ毎日行っていること 

（１）朝食の準備 パン・コーヒー・サラダ等の作成 

（２）近くのジムでのストレッチ、他の運動 

（３）バルコニーでの野菜つくり（現在はスナップエンド

ウ）と花への水やり 

（４）読書と脳トレ 

（５）家の敷地内での草取り 

２．週に１回実施すること 

（１）近くのボウリング場でのリーグ戦参加。別の日にも

個人練習を行う。 

（２）公民館での英会話教室の受講 

３．時々開催の行事等への参加 

（１）ゆうゆう会（ＯＢ会旧パソコンクラブ）） 

（２）ＯＢ会支部のボウリング大会参加ならびに終了後の

会食参加 

（３）福岡県独自の避密の旅の割引クーポン券を使って出

掛ける。 

 

⑦人生の第３ステージへ 内田 智之 (58) 

コロナ感染症、第５波でのピーク時には、１日当たりの全国の感染者数が２６千

人と，大変危惧しましたが、１１月６日現在，２４０人と１００分の１まで激減し

ています。ワクチンの２回接種も７３％の方が終えており、１２月以降には、３回

目の接種も開始されます。治療薬の開発も急ピッチで進められており、このまま、

収束に向かえばと願っていますが、諸外国の状況を見ますと、まだまだ安心は出来

ません。 

私は退職し、４ヶ月が経過しました。皆さんと同様、ステイホーム状態で動き回

る事ができず、朝晩のウォーキングと庭の整理、野菜作りにも挑戦を始めました。

好きなゴルフは、地元のゴルフ会に１１月から加入し、月１回は楽しめる機会を作

りました。これからは、これまで全くやってこなかった料理作りにも挑戦したいと考えています。 

これまでの人生、第１ステージは、生まれて学校を卒業するまでの、２２年間、育成期のステージ。第

２ステージは、全農に入り４１年間、勤めあげた成長・活動期のステージでした。最終ステージである第

３のステージは、家族への恩返し、地域社会への貢献を念頭に、周りに迷惑かけることなく、楽しく過ご

したいと考えています。また、皆さんと会える日を楽しみにしています。皆さん、お元気で。 
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⑧趣味農業では 因 隆志 (46) 

福岡県庁庁舎から東へ道なりで 7 キロ縦貫道福岡

ICから歩いて10分、千年以上前からある条理・田ん

ぼの中に私の家と畑があります。45 年前に普通では

農地法から建てにくい田に、そして平成 12年建て替

え、その時井戸水自家水道を畑の傍まで蛇口を延ば

し、現在も条理の中に住居は我家だけです。 

昔は米・麦・菜種を植えていましたが、現在は稲と

ブロッコリーになって久しいのです。 

入会以来農作業は縁はなく花壇くらいでしたが、退

職後田んぼでこれからやってみようと、しかし野菜類への間引き・摘果等は分かりませんでした。作業は

私の近い実家に在る柿の甘・渋やミカン類を熟れたら取るだけでした。 

田んぼに山砂を入れ田を畑に替え耕運機を買い入れる倉庫を建て、教わることは近くの種苗屋の話と企

業発行の冊子を読むくらい、苗種を埋めていました。 

そうして収穫はビギナーズラックだったのかトマト・胡瓜その他は不格好でありながら新鮮なものが取

れました。昔植えたミカン類と甘柿が転勤から帰って来たら生りましたが、その他果実は暫く時間が経っ

てからでした。葡萄の収穫では房にはならずパラパラと、熟れた実の順番で粒取りしてそのまま樹の下で、

食卓にも載りました。 

野菜・果実の育つ途中では始め鳥ではなく虫害に気を付けていましたが、その内カラスが出て来まして、

本屋の農業書を立ち読みで二本の糸を知りました。 

カラス除けは植えた苗の周囲に地上10～30cmの高さで、二本の糸を隙間なく張っておくと近くに居ても

来ず、聞くほどもなく簡単なことだと思いました。それが数年間後には私が慣れていい加減にしたのか、

カラスは知恵を付けたのか横取りになりました。 

特に葡萄は何もしなくても棚上の葉っぱに隠れ棚下には宙に下がった実は、カラスに取られる心配なし

と思っていました。 

一昨年思いがけず熟れる前、如何したのか宙に生

った実も一日見ない間になくなり、棚に止まってだ

ろう取られ全滅しました。 

今年は棚の上の糸を張っていましたがそれも甲

斐はありませんでした。 

来年の夏には棚の葉っぱの上と実のやや大きく

なったら棚下に、HCで売っているカラスゴミ除けシ

ートを隙間なく張ってみよう、ヤツの横暴は悔しく

何処にも「つけ」を持って行きようもないのです。 

雀の他に大きな鷺とか小さな鳥も名前は分から

ず、いろいろ来て食べてはいますが少ないもので、

「まぁ‥これくらいならよかろう」と。 

収穫の多い時もあり近所のよそのない家に渡そ

うかと思いましたが、人の好き好きがありまた親切

の押し付けも考えられ止めました。多い大小の八朔

を家前のバス道に無人・無料で出すと、直ぐに無く

なりましたが面倒で一度だけでした。 
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作物は手間と長時間掛かり生るのは短い間でとても食べきれず無駄です。またトマトとか専業者の作り

には絶対に敵うものではありません。 

作るなら収穫期間の長い接ぎ木の茄子、今年は初夏から１１月になっても美味しく食べています。他に

は保存出来る豆類ですが長期間の連作障害があるため、畑の広さが必要です。 

果実の以前よりあったものとは別に、無花果で店にあるものは未熟であり完熟は畑で樹の下で、柔らか

く爪先で薄い皮を剥き濃厚な甘さで食べるものです。 

ブルーベリーは甘さを抑えた黒に近い紫のジャムがいいのですが、聞くところ樹の寿命が短いようで私

のところも植え変えの途中です。 

果樹はこれまでの間いろんなものを植えてみれば、実が期待外れで切ってしまうものもあり、手入れが

悪く15本いやそれ以上に枯らしては植えてきました。これから思うと樹の生るまでは時間が掛かるもの、

私の歳も多くなり今あるものの手入れだと。 

年月は経ち、昔から実家にあった酸っぱい夏ミカン・甘い柿・干し柿は干して硬くなったのを、いいも

のだと思い返しています。 

そして手間が少ないほうに、それは野菜は少なくなり果実は大小のみかんに無花果と柿で、昔に戻った

ようです。 

 

⑨蝶と花 木部 孝幸 (48) 

今年の６月まで、シルバー人材センターの関係で駐輪場の管理の仕事をしておりました。現在は、充電

期間中ですが、まだ動けるので、シルバー人材センターへ次の仕事をお願いしています。頑張ってます。 

アサギマダラ 

日本生まれで、南下（沖縄・台湾等）する渡り蝶です。フジバカマを好みます。（宗像市内にて） 

 

はまゆう 芦屋町 夏井ケ浜 
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窓辺のキッチン 

水彩画の仲間が持ってきた自宅栽培の 

ぶどうをモチーフに加えました 

⑩コロナ禍からの解放 田羽多 健二 (46) 

コロナもやっと下火に！ 福岡天神で１年半振りの懇親会を１０月に控えめに賑やかに♪ 

やはり仲間と語り合うのは良いものですね。 

延期になっていた姉の孫の結婚式もやっと１０月に開催。学生時代の仲間との飲み会も決定！ 

コロナ禍の束縛からの解放を実感！！ 

スマホで撮った１５分超の動画の送信に四苦八苦。これもボケ防止と思い何とか克服。 

私の趣味の一つ『水彩画』もこの１年は教室での室内画が多くなりましたが、作品の一部を掲載します。

ご感想やご意見を是非お聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪避難訓練とノルディック・ワーク 伊藤玉子 (44) 

１．町内会の避難訓練に参加しました～避難対象者の一人で？？？～ 

コロナ禍のおり、長期の自粛生活とコミュニケーション不足はストレス大で、体調不調に陥りやすく・・・ 

そんな中、感染者数の減少傾向ということもあって、しっかり感染予防の対策をしながら、青く澄み渡

った秋晴れの下、町内会の避難訓練が実施されました。 

参加人数の制約から、育成会から５～６名の子供たちと、役員一同に避難対象となる高齢者、そして一

般の方々とで、７０名弱の規模で行われました。 

行政作成の広報資料で避難に関する情報・注意事項等を勉強し、防災訓練では、消火器の使い方を体験

を通して学びました。 

久しぶりの集まりで、マスク着用での会話があちこちで花盛り！ 

役員の方々で作業されたお弁当作りには、避難対象となる高齢者の皆さんも～もちろん私も！～積極的

にお手伝いし、予定よりかなり早く完成したと・・・ 

この行事のおかげで避難訓練の重要性を認識し、地域の皆さんの心が一つになったと確信できました。

皆さんの晴れやかな表情がとてもうれしかったです。 

元宮崎県経済連の方にご案内していただい

た時の高千穂峡です 
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その中に、準備段階から少しずつお手伝いしてたわたし、まだまだ”一部率先して活動できてる？”と、

内心ニコッとしながら自己評価～ひとり合点！～して、まずこの日の充実した一日に感謝したところです。 

 

 

 

 

２．ノルディック・ウォーク 

そして、数日後・・・ 

みなさん！「ノルディック・ウォーク」はご存知ですか？ 

実は、地域で遭遇したことはあったんですけど、お恥ずかしいことにこの名称は知らなかったんです。 

公民館・健康推進団体の企画でその講習会がありました。 

さわやかな秋風と日差しを受けて、とても貴重な講習を受けてき

ました。 

全身のストレッチともなる、足腰にやさしいウオーキングができ

るこのノルディックウォークに強く関心を持ちました。 

講習会終了後は、心身のストレスが洗い流されたような爽快な気

持ちに浸り、足取りも軽く帰宅した次第です。 

この一つをとっても、日々の安泰はもちろんですが、もう少し視

野を広めていろんなものへの興味・関心を積極的に持って行動する

事を心掛けていきたいと改めて思ったところです。 

 

カラオケ同好会は、やっと１２月１１日に再開することになりま

した。 

久しぶりの皆さんとの再会が楽しみです。 

各クラブの皆さんも、くれぐれもお気をつけになりお励みくださ

い。 

 

最後になりましたが、ＯＢ会役員の皆様には、長引くコロナ禍に

おけるいろんなお世話をいただいておりますことに厚く感謝申し上

げます。 

くれぐれもご自愛くださいますよう、ますますのご健康とご活躍の

ほど心よりお祈り申し上げます。 

オキザリス（ハナカタバミ） 

いつも可憐で可愛く咲いている雑草

が大好き💕 

私も、さりげなく地面を支えてる可

愛いい雑草のように、 

消火器の取扱い手順  ピ ― ピンを抜く 

           ノ ― ノズルをはずす 

           キ ― 距離を置く 

           オ ― ハンドルを押す 
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⑫【私の今】 藤本 誠也 (44) 

人の体は、関節数 ３６５、骨数 ２０６、筋肉数 ６

０８あると言われてますが、毎日使うのが理想的で

すが、ほとんど使用してない。 

高齢者スポーツのグラウンド・ゴルフに興じ、他

には過激な運動を避けてマイペースでの散歩をし

ています。平均月間歩行数 40 万歩強。日常では健

康管理を第一に過ごしてます。 

 

⑬変貌する天神 德永 治通 (48)  

 緊急事態解除にともない、「留学生から学ぶ外国語

教室」も再開。昼の中国語教室は90％老人会ですが、

再び週1回は天神を通ることになりました。 

 天神地区は、「天神ビッグバン」と称する再開発が

進められています。天神交差点に在った福ビルなど

が撤去され、新しいビルが建ち始めました。 

 写真は、今の天神交差点。10月4日に竣工した第

1号の「天神ビジネスセンター」（左）とビッグバン

の推進役である福岡市役所（中央）のツーショット。

今だけの景色です。 

 数年後の天神は、別世界になっているでしょう。 

 

⑭引き続き養豚事業に関わっています 中村 君義 (50) 

引き続きＪＡ関連養豚会社で週 1～2 日お手伝い

をしています。72歳間近となり身体の修理箇所も増

え毎週のようにどこかの病院通いですが、周りから

はまだ「元気だね」と言われます（笑）。 

会社の生産成績はここ数年で飛躍的にアップしま

した。（写真参照） 

それはひとえに全農が開発した多産系ハイコープ

ＳＰＦ種豚のおかげです。昨年度は母豚数1058頭で

肉豚28610頭の出荷と、当社過去最高の成績でした。

優良な種豚開発に携わられた諸氏に感謝するととも

に、現役の方々には益々のご尽力を期待しております。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

ナンテン（撮影：伊藤玉子さん） 
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